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国立大学法人弘前大学社会連携部社会連携課　弘大じょっぱり起業家塾事務局
〒036－8560　青森県弘前市文京町1番地　TEL：0172－39－3978，3915　E-Mail：sjinzai@hirosaki-u.ac.jp

お問い合わせ
受講書類送付先

主催：国立大学法人弘前大学　地域創生本部　　後援：青森経済同友会，弘前商工会議所，青森県中小企業団体中央会，一般社団法人　Clan PEONY（クランピオニー）津軽

Ⅰ.基礎コース　地域ビジネス論（座学）＋先進事例研究

Ⅱ.実践コース　ビジネスプラン作成演習

成果発表会
修了式

第2回演習
市場ポジションの確認

第3回演習
ターゲット顧客の設定

10 9木
18：30～20：00

10 16木
18：30～20：00

12 11木
18：00～20：00

※先進事例研究についてはオンライン講座（e-learning）での学習となります。詳細は講座開始時にお伝えします。

※オンラインでの受講をご希望の方は，
お申し込みの前に事務局までご相談く
ださい。

森　　樹男 氏
弘前大学大学院
地域共創科学研究科 教授

石塚　哉史 氏
弘前大学大学院
地域共創科学研究科 教授

石塚　哉史 氏
弘前大学大学院
地域共創科学研究科 教授

「青森を変えたい」「青森を良くしたい」という思
いを持ち，起業や起業家マインドを持って行動
したいと考えている人，将来地域のために活躍
したいと考えている社会人・学生・高校生など

受講対象者

● 起業プランやアイデアを持っていること
●事業計画を作成する意思を持っていること

参加要件 ※基礎コースのみ受講の場合は，参加要件はありません

弘前大学創立50周年記念会館　岩木ホール
（弘前市文京町1番地）

開講場所

必要事項を明記の上，E-Mail
またはGoogleフォームでお
申込ください。（事前申込制）

受講申込

加藤　夢人 氏
株式会社寅福プラント　
代表取締役社長

開講式

基調講演
地域資源を活用した
アグリビジネスの可能性

第1回講義　
起業のための基礎

第2回講義　
起業アイデアを
事業計画に変換する

第3回講義
地域課題を解決する
スタートアップの創出

第4回講義
地域の未利用資源を
活用した起業の挑戦

6 26木
18：30
19：00～20：00

7 3木
18：30～20：00

7 17木
18：30～20：00

8 28木
18：30～20：00

9 11木
18：30～20：00

植松　宏真 氏
青松事務所
創業コーディネーター

渋谷　　祥 氏
株式会社日本政策金融公庫
弘前支店　融資課長

柴田　　裕 氏
JR東日本スタートアップ株式会社　
President＆CEO

山科　則之 氏
合同会社美枝紙
（弘前大学発ベンチャー）
代表

実践コース　
イントロダクション

第4回演習
事業計画のブラッシュアップ

森　　樹男 氏
弘前大学大学院
地域共創科学研究科 教授

9 18木
18：30～20：00

11 6木
18：30～20：00

株式会社日本政策金融公庫
第1回演習
アイデアの創出とコンセプトづくり

9 25木
18：30～20：00

受講生募集

2025

お申込は
こちら

20名程度 最終のビジネスプラン作成は，一般部門と観光・
地域資源部門に分けて審査する予定です。

募集定員

「地域ビジネス論」「先進事例研究（1事例以上）」お
よび「ビジネスプラン作成演習」を受講すること
で，弘大じょっぱり起業家塾 履修証を発行します。

履修証の発行

受講料

無料

※本プログラムは，JR東日本寄附金等を活用して運営されます。
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お問い合わせ
受講書類送付先

受講申込書

あなたが現在考えている（もしくは本講座で具体化したいと考えている）起業のプランやアイデアについて250字程度で提出して
ください。（起業プラン・アイデアの提出がない場合，受講をお断りすることがあります）
※提出された起業のプランやアイデアについては厳重に管理いたします。

※ご記入いただいた個人情報は，受講者であることの確認及び本学と受講生との連絡に利用いたします。
※複数名応募の場合は，コピーしてご使用ください。

起業プラン・アイデアの提出（基礎コースのみ受講の場合は記載不要）

氏　名

所　属 電　話

メール

ふりがな

役　職

申込講座 基礎コース 実践コース ※受講を希望するコースを○で囲んでください。

審査希望部門 一般部門 観光・地域資源部門 ※希望する審査部門を○で囲んでください。

連
絡
先

お申込みは，E-MailまたはGoogleフォームでお申し込みください。

北海道檜山郡上ノ国町で生まれ育ち，札幌市内の
高校から立命館大学に進学。卒業後は，商社に勤
務。2014年に株式会社寅福の立ち上げに参画。
2016年代表取締役に就任。2024年に青森県む
つ市に株式会社寅福プラントを創業。

加藤　夢人 氏

株式会社寅福プラント　代表取締役社長

植松　宏真 氏

青松事務所　創業コーディネーター

山科　則之 氏

合同会社美枝紙（弘前大学発ベンチャー）　代表

柴田　　裕 氏

JR東日本スタートアップ株式会社　President＆CEO

渋谷　　祥 氏

株式会社日本政策金融公庫弘前支店　融資課長

弘大じょっぱり起業家塾弘大じょっぱり起業家塾 2025

1987年生まれ。インバウンドメディアを運営す
るMATCHA社にて，多言語編集部の立ち上げか
らメディア運営までを行い，入社からおよそ３年
でメディア規模をおよそ10倍にしたインバウン
ド発信のスペシャリスト。現在はその知見を活か
し，青森県内の起業・経営相談の支援を行う。

環境装置やバイオ関連で営業職・研究職，国立研
究開発法人で知的財産関連業務の専門職，調達部
門の事務職を経て，2016年9月より弘前大学URA
就任。これまでの経験を活かして，研究支援から
知財，産学連携，起業支援まで一貫した支援を行っ
ている。

北海道旭川市出身。平成16年国民生活金融公庫
（現日本政策金融公庫）入庫。松戸，函館，旭川，
北見と異動したのち令和7年4月に弘前支店に配
属。政策金融の担い手として多くの事業資金の審
査を経験。創業者に向けたアドバイスや創業計画
書のブラッシュアップも担当。現在は初めての東北勤務となり心機一
転津軽地方の地域活性化のため奮闘中。

1991年，東日本旅客鉄道株式会社入社。駅での
勤務から財務・IRなどの企画業務，小売業などに
従事。2018年2月，JR東日本スタートアップ株
式会社代表取締役社長に就任。「JR東日本スター
トアッププログラム」の開催などを通じ，「スター
トアップ企業×JR東日本」による，イノベーションの社会実装に尽力
している。これまで5年で108件の実証実験を行い，51件を事業化。
その取組み状況は，ブログ「鉄道員（ぽっぽや）社長の冒険」を通じて積
極的な情報発信をしている。

講師紹介


